
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用いて自

己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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前年度に比べて点数が上向きになってきていることが、職員一人ひとりの意識向上につながっ

ている証拠だと評価ができる。細やかな教育・保育の質の向上や、一人ひとりのこどもたちに向

き合う部分をさらに向上させていけるように、次年度に向けても精進を重ねていきたい。 

来年度に向けて重点的に取り組みたい点として、地域の子育て支援を挙げていきたい。地域の

子育て支援拠点としての役割を、職員一人ひとりが十分に理解して、支援が形となるようにすす

めていきたい。具体的な取り組みとしても子育て応援事業の拡充や新たな試みも行っていき、地

域の子育て支援と親入園児の獲得も視野に入れて取り組んでいきたい。 

 

 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

34．職員・職員の家

族との「信頼」の構

築 

 毎月信条をピックアップして周知、実践報告を職員間で周知する 

              【年間 11 回（前期６回 後期５回）】 

36.保護者との「信

頼」の構築 

 個別懇談時に、個別カリキュラムを用いて教育・保育・支援の内容を

説明する          【年間 2 回（前期１回 後期１回）】 

37.地域との「信認」

の構築 

 地域の子育て世帯を対象とした催しの開催を行う 

              【年間 2 回（前期１回 後期１回）】 

 


